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ハンガリー電力庁向け

中央給電所計算機シシステム
CentralLoad Dispatching SYStemfor

Hungarian ElectricityBoardofTrust

このたび,ノ＼ンガリー電力け中央給電所で,近代的な中央給電所システムが連関

となった｡このシステムは高性能日立制御用計算機HIDIC80を2子音用いて構成さ

れ,ハードウェア資順の有効活用と稜雑高度なソフトウェアをもちながら,高信輔

性と高稼動率を実現するため設計,開発された｡二のシステムは,計算機本体だけ

でなく他の主要な周辺機器まで二重化したデュプレ､ソクスシステムとなっている｡

これを支援するソフトウェアとして,ハードウェアの故障時に,その影響を毅少限

に抑え,重要なオンライン業務を継続処理させるように構成制御処理が導入された｡

このシステムの特長は,マルチコンピュータシステムとしてのグロ”パルメモリ(共

有高速メモリ),及び複雑高度なデ”タベース構造の採用である｡

口 緒 言

ここ-ト数年来,給電業務の分野でも,利子卸用計算機か広く

適用されてきた｡

1979年3月,ハンガリーの首都ブタペストでも,新鋭の中

央給電システムか8箇月の据付調整作業ののち実連用に人り,

1979年10月には公的な運開式が羅大に行なわれた｡このシス

テムはハンガリー電力庁のハンか､リー中央給電所に納められ

た近代的な自動給電システムである｡図1に,その中央給電

所とマンマシンインタフェースの中心となって活躍するカラ

ーCRT(Cathode
Ray Tube)を示す｡

このシステムは2子iの利子卸用計算機HIDIC80(主記憶装石

谷昌は各64k語)と各種周辺装置から構成されたテ■ユプレック

ス計算機システムである｡2台の計算機をグロ【パルメモリと

計算機相互連絡用のバスとしてのLXバス(リンケージバス)

により密に結合され,高信組性と高融通性を実現した｡

1台の計算機がオンライン業務を,他方かプログラム修正

や開発機能を含めたオフライン業務を行なう｡オンライン系

計算機の故障時には,オフライン計算機がオンライン業務を

10秒以内に自動的にバックアップする構成をとっている｡

囚 ハンガリー電力系統の概要

発電容量の95%以上は火力であり,最大容量の火力発電所

は1,900MWの能力をもっている｡主要な系統は750kV,400

kV,220kV及び120kVの送電線と70の変電所から構成され,

これらは中央給電所から直接制御されている｡750kVライン

を含め12本の国際連系線が近隣諸国と接続され,一つの電力

共同体を構成している｡このような電力系統の給電指令業務

を行なう中央給電所には,1979年3月現在30の被制御所が接

続されており,計算機システムは中央給電所の核となるもの

である｡

このシステムで取り扱うデータ量は,約500偶の計測値と

約3,000点のヰ犬態値である｡

田 システムの機能

このシステムの機能を表1に示す｡電力系統監視では,マ

ンマシン機器として指令台に2台のカラーCRTを設置Lた｡
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図l ハンガリー中央給電所自動給電計算機システム 柑79年3

月,ハンガリーの首都ブタペストで東欧圏近隣諸国間を国際連系線で模索売Lた

ハンガリー電力系統の総合指令業務を行なう新中央給電所が実用運転に入った｡

これには4,032文字の高密度CRTを採用し,複雑な系統図や

変電所単線結線図,更には各種一覧表など,240にのばる画

面を美しく明瞭に表示できるようにした｡

CRTとCRTキーボードを介しての高度なマンマシンコ

ミュニケーションを可能とし,またCRT画面フォーマット

の変更や開発が容易に行なえるCRTサポートソフトウェア

を導入した｡これにより,CRT画面フォーマットの作成は,

FIF(Fillin the Form)形式の定義用紙に記入することに

より,容易に行なえるようにした｡
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**

日立製作所大みか工場
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表lシステムの機能 ハンガリー中央給電所計算機システムの機能と概要説明を示す｡

No_ 大 項 目 機 能 説 明

業 務 区 分

オンライン オフ

ライン最重要 重 要

l 系 統 監 視

電力系統表示 電力系統情報を収集し,CRTに表示する｡ ○ (⊃

潮)充･電圧の上下限監視 潮流及び電圧が異常となってし､ないかを監視L,結果をCRTに表示する｡ ○ C)

斗犬態変化監視
故障リレーの動作やしゃ断器などの開閉を常時監視し,状態変化をCRTに表示

(⊃ ○
する｡

信頼度監視
現在の系統構成の信頼度を,そのときのオンラインデータを使い,設定された

(⊃
想定事故に対しACフロー法文はDCフロー法により計算Lチェックする｡

2 系 統 制 御

周;度数制御
ほ本の国際連系線潮流と系統周波数の基準値からの誤差を監視し,補正する制

〔⊃
御指令を発電所に送出する｡

経済負荷配分
15分先の負荷を予測し,最も経済的な発電量の割付けを各発電所について決定

(⊃
し,制御指令を送出する｡

3

4

5

6

ラ主:

運用記錦

事故経過再現

運用計画

プログラム開発

略語説明CRT(C

運用記≡緑のCRT表示
潮風 電圧,周波数などの瞬時値や平均値をCRT画面に表示する｡当日を含め

〔〕
4日前まで表示できる｡

長期i統計データ保存
瞬時凰 平均像 系統制御の制御と操作の履歴などをはじめ種々のデータを,

C)
将来の講究計処理のため磁気テープに格納する｡

運用記!録のタイプライタ印字

画面上での再現

潮流,電圧,周波数などの瞬時値や平均値を,日報としてタイプライタに印字

(⊃

⊂)

〔〕

○

〔〕

する｡

系統事故の前後のオンラインデータを収集保存し,事故に至る経過や事故後の

情報のラインプリンタ印字

翌日負荷予想

運用計算

プログラム開発と改造

athodeRayTube)

影響をCRT上の単線結線図上で再生する｡またラインプリンタに印字する｡

運転員が指定された日の天候,曜日,テレビジョン番組などの情報を入力し,

その日の各時間帯の負荷を予測する｡

ACフローによる潮流計算を実施することにより,系統構成などを計画する｡

プログラムや定数データを開発L,また改造する｡

オンライン信栢度監視では,その時々の系統状態に対し

CRTから入力された想定系統事故(10ケース設定可能)の結

果を計算し,すべての送電線と変圧器に流れる潮流,更には

母線電圧が各々の上下限値(CRTから設定可能)に違反しな

いかをチェックし,違反があった場合はその結果をCRTに

表示し,運転員に知らせるようにした｡

LFC(周波数制御)では,TBC(Tie-1ine Bias Control)

とFTC(Flat Tie-1ine Control)の二つの異なる方式を準イ備

し,これらの方式の選択は運転員によリCRTから選択でき

る形とした｡現在,四つの主要発電所がLFC制御されている｡

計算同期は2秒,制御指令は発電MW値を伝送する形である｡

ELD(経済負荷配分)では,等"ス''法を適用し,LFCの

前述の4発電所を含め15発電所を,同じく発電MW値を伝送

する形で制御することとした｡

翌日負荷予想では,指定された日の各時間帯の負荷を予測

する｡運転員が天候,曜日,テレビジョン番組などの情報を

入力し,学習モデルを催い予測する方法とした｡また学習モ

デルは毎日の実績値により更新される｡

運用計算では,任意の系統構成についてACフロ【法で計

算することとし,最大系統構成を360ブランチ,210ノードと

した｡

田 ハードウェアの構成

ハードウェア構成を図2に,また主要機器の仕様を表2に

示す｡ハードウェア構成を決定するに当たっては,(1)高信
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栢惟と高稼動率性,(2)高度なマンマシンコミュニケーション,

(3)複雑巨大なプログラムとテーブルに対応した大容量ファイ

ルの実現,を考慮して行なった｡この結果,次のような点が

決定された｡

(a)高惟能日立制御用計算機HIDIC80によるマルチコンピ

ュータシステムとし,二重の計算機でデュプレックスシス

テムを構成した｡

(b)高速でスムーズな計算機切り替えと,大量のオンライ

ンデータの高速な計算機間通信のため,二重化されたグロ

ーバルメモリ(複数の計算機から命令語で高速アクセスが

できるメモリ)を採用した｡

(C)中心となる補助記憶装置には,1M語の国定ヘッドデ

ィスクをj采用し二重化構成とした｡

(d)オンラインデータやCRT画面フォーマットを格納す

る大容量(4.8M語)のカ】トリッジディスクを使用し二重化

構成とした｡このシステムの一つの特徴は,これらのカー

トリッジディスクの使用方法にあり,2台のディスクのう

ち1子iを昼間オフライン業務を実施するときはオフライン

用に,また夜間オフライン業務非実施時にはオンライン用

に使用することとした｡

(e)もう1台のカートリッジディスク,カード読取装置,

ラインプリンタ及び石義気テープを,オフライン業務とプロ

グラム開発用として使用した｡

(f)3台のカラーCRTを採用し,2台を給電指令室に,

また1台を計算機室にオフライン業務用として設置した｡
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タイプライタ

系統表示盤

CRT

ハードコピー

絹
CRT CRT

⊂〕 ⊂〕

オペレータコンソール

オペレータ

コンソール

注:略語説明

CPU(中央処理装置)

ASR(コンソール入出力装置)

指 令 室

計算機室

ASR

中 継

リレー

舟支

プロセス

入出力

装 置

CPU

HiDIC

80

固 定

ヘッド
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制 御

装 置

アヤ‾
ノ＼ ル

メモリ

クニロー
′( ル

メモリ
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制 御

装 置

CPU

HIDIC

80

固 定

ヘッド
ディスク

ASR 紙テープ

読取装置
紙テープ

せん礼機

⊂⊃
CRT

オ ン ラ イ ン

カードせん孔機

カートリッジ

デ ィ ス ク

磁 気

テープ

装 置
カ

ード
読取装置

ラ イ ン

プリンタ
システム
コンソール

オペレータ
コンソール

400kV

220kV

一部の120kV

図2 ハードウェアシステム概要図 Z台の副生能日立制御用計算機HIDIC80を使用Lた｡

表2 主要ハードウェア機器のイ土横 木システムを構成する主要なハ

ードウェア機器の仕様を示す｡

No_ 大 項 目 No. 装 置 名 称 仕 様 員数

l 処 理 装 置
l 中央処理装置

HIDIC80

コアメモリ:64k語

2

2 グローノヾルメモリ コアメモリ ニ32k語 2

2 補助記憶装置

t
固定ヘッド

ディスク装置
l′024k語 2

2
カートリッジ

ディスク装置
4.8DOk語 3

3 磁気テープ装置 800bpl,柑k語/秒 1

3 入出力装置

l
コンソ】ノレ

入出力装置
10文字/秒 2

2 カード読取装置 600枚/分 l

3
オンラインカード

せん孔機
最大 4(〕欄/秒 l

4 ラインプリンタ 760行/分･ 】

5 CRT
4.032文字(42行×96列)

7色
3

6 CRTキーボード
英数文字キー

16種の割込専用キー
3

7 タイプライタ 15文字/秒 2

8 紙テープ読取装置 400文字/秒 l

9 紙テープせん孔機 60文字/秒 l

4 操 作 卓

l
オーヾレーク

コンソーノレ

3

2
変電所監視用

コンソーノレ

l

3 システムコンソーノレ l

750kV

400kV

220kV

一部の120kV

田 システム構成制御

5.1 システムの構成

このシステムの機能は非常に多く,業務ほ2チiの計算機に

分抑して行なわせることが必要である｡システムを構成する

に当たっては,各々の業務の重要度を｢最重要オンライン業

務+,｢婁要オンライン業務+及び｢オフライン業務+に【★二分

(表1)し,ニ大のように最適なシステム構成とした｡

(1)｢最重要オンライン業務+,｢重要オンライン業務+のオペ

レーティ ングシステム,プログラム,定数データ及びバッフ

ァ領j或を,イ言栢度の最も高い二重化した固定ディスクに割り

付けた｡

(2)オンライン業務に使用する二重化カートリッジディスク

は,二重化固定′＼ソトディスクに比べ,寸言束副生の点で若干劣

るので,｢重要オンライン業務+の定数データ及びバッブ7領

域だけに使用することとした｡

(3)｢オフライン業務+は,｢オンライン業務+ほど信束副生が

要求されていない代わりに,大容量の補助記憶装置が必要で

あるので,もう1台のカートリッジディスクにこのオペレー

ティングシステム,プログラム,定数デ】タ及びバッファ領

域を割り付けた｡

5.2 システムの構成制御

｢オンライン業務+のオペレーティングシステムとア7Cリケ

ーションプログラムは,固定ヘッドディスクに格納されてお
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片糸GM又は片系FノD.
あるいは片系C/Dの故障

n
GM

オフライン
CPU

C/D #2

停止

停止

C/D ♯2

CPU ♯1 CPU ♯2
オンライン

OPU

F/D

C/D #1

ケースA

暮8発禁圭詣障
GM

CPU ♯1 CPU ♯2

オンライン
CPU

CPし】♯2の故障
■→

C/D ♯3

.＼オンライン
ePリ..

F/D

C/D ♯1

C/D ♯3

C/D ♯2

オフライン

..CPU

C/D ♯2

CPU ♯1

GM

CPU ♯2

ケース8

C/D♯1とC7D♯3の故障

GM

CPU ♯1

停止

F/D

C/D ♯1

C/D....♯3

CPU ♯2

ケースC ケースD

注:略語説明 F畑(固定ヘッドディスク装置)c/D(カートリッジディスク装置)GMけローバルメモリ)

り,いず●ォtかの計算機がこれを読み込み,カートリッジディ

スク♯1と♯3に格納された定数データとバッファ領プ或を使

用し,｢オンライン系+として動作することができる｡他の計

算機はプログラム開発を含めた｢オフライン業務+を実行す

る｡この正常運転状態を図3のケースAに例示した｡この運

転状態は,片系グローバルメモリの故障,片系固定ヘッドデ

ィスクの故障,♯1又は♯3のカートリッジディスクの片系

故障のいずれが発生しても継続できる構成とした｡

もし,正常運転状態でこれまで｢オンライン業務+を処理

するよう割り付けられていた計算機が故障した場合,｢オフラ

イン業務+を処理していた計算機はその処理を中断し,｢オン

ライン業務+のオペレーティングシステムとアプリケーショ

ンプログラムを読み込み,｢オンライン業務+をバックアップ

する｡これを図3のケースBとして例示した｡また,もし正

常運転状態で,これまで｢オフライン業務+を処理してきた

計算機あるいは♯2カートリッジディスクが故障した場合,

その計算機を停止し｢オフライン業務+を中止する｡これが

ケースCである｡更に,もし正常運転状態で,♯1と♯3の

カートリッジディスクが共に故障した場合,｢重要オンライン

業務+だけを中止し,｢最重要オンライン業務+を継続できる

ようにした｡これがケースDである｡

上記の構成制御は標準に作られたオペレーティングシステ

ムの構成制御モジュールを核とし,このシステムの特長とな

る部分の構成制御モジュールをアプリケーションプログラム

により追加することで実現した｡

lヨ システムの特長

このシステムは多数の特徴をもっているが,このうち代表

的な3件を例に挙げ説明する｡

6.l マルチコンピュータシステム

日立制御用計算機HIDIC80の特長の一つは,複数の計算

機と多数の補助記憶装置,及び入出力装置を相互に接続し,

48

オンライン
CPU

F/D

C/D ♯1

(芸桑雲)

C/D ♯3

区13 代表的な構成

制御例 ハードウェ

アの故障が極力システム

ダウンとならぬように,

細心のう主意を払ってシス

テム構成を行なった｡最

低限.最も重要なオンラ

イン業務だけは継続でき

るように構成制御を行な

う｡

また‥接続･切換が行なえる高度な入出力バス制御装置と前述し

たグローバルメモリ を用いたマルチコンピュータシステムに

適している点である｡この構成により,極めて融通性をもっ

た高信頼度システムが実現される｡この中央給電所システム

は,その特長を十分･に生かし設計された｡HIDIC80マルチ

コンピュータシステムは,計算機の増設も含め現地での拡張

を容易に行なうことができ,本システムでも今後の拡張が容

易となるように構成した｡前述したように,グローバルメモ

リの適用により高速でスムーズな切換えを可能とする卓越し

た負荷分割システムを実現した｡

6.2 欠損データ処理

自動給電計算機システムでは,遠方の変電所や発電所(子局)

から送信されてきたデータが,種々の障害により時々異常と

なることは避けにくいことである｡このため,このシステム

では,子局から受信した数値データ,更にはこれらを変数と

C
R
T
表
示

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
印
字

｢良+データ ｢不良+データ ｢設定+データ

⊂⊃⊂⊃C

[=]E]E]
注:メガ必はプランタを示す｡

区14 3種類のデータ状態のC RT表示とタイプライタ印字

｢良+,｢不良+,｢設定+のデータ状態が図のように区分される｡これにより運転

員は,データの有効性を容易に把】屋できる｡
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表3 欠損データ処理における新データの格納の法則 新データ

のデータ耳犬態と前回格納データのデータ)状態の組合せにより,今回格納すべき

データの値とデータ状態をこの表に従い決定する｡

No一 新データの状態 旧データの月失態

結 果

データ状態 データの値

】

2

良 良 良 新データの値

良 設 定 良 新データの値

3 良 不 良 良 新データの偵

新データの値4 設 定 良 言安 定

5 新データの値言文 疋 昌又 スE 音叉 スE

6 設 定 不 良 設 定 新データの値

7 不 良 良 不 良 前匝]データの値のまま

8 不 良 設 定 設 定 前回データの値のまま

9 不 良 不 良 不 良 前Ⅰ司データのイ直のまま

表4 計算結果のデータ状態う夫定の第一の法則 二の法則は,丸,

ズ2,ズ3‥‥･,が変数で結果をyとLた場合,

y=f(ズl,ズ2,ズ3･･･…,)で計算した結果のデータ状態を決定するのに用いる｡

N().

計算に使用するデータのデータ状態の組合せ
計算結果の

データ状態
良 設 定 不 良

l あ り な L な し 良

2 あり又はなし あ り な し 言受 定

3 あり又はなL あり又はなL あ り 不 良

して計算した結果のデータの各々に対し,データの状態すな

わちテ椚タの正しさを示す｢ニ状態+情報を付与することとし

た｡状態には｢良+,｢不良+及び｢設定+の3椎顆がある｡

｢不良+デ"タは運転員によりCRTを通じ修正でき,その修

正後のデータ状態が｢設定+である｡データはCRTに表ホ

され,またタイプライタに印字される場合,図4に示すよう

に各々のデータ状態を識別できるように考慮した｡

｢良+のデータは,運転員の勘違いによって修正されること

のないように,｢良+デⅥタの修正は不可とした｡また,｢不良+

デ】タを修正し｢設定+となったデータに対しては,それ以

後｢不良+のデータを受信してもそのデータを上塗りはせ

ず,デ【タニ状態も｢設定+のままとすることとした｡この

ようなデータ状態を考慮したデータ処理を表3にまとめて

ホす｡

また･了一局から受信したデータを使って計算し算出する数値

データの状態の決定については,次の三つの法則を導入した｡

表4に第一の法則を示す｡同衷で,ズ1,ズ2,ズ3などが計

算の基となる変数,yが計算結果である｡yのデータ斗犬態が

｢良+となるのは,すべての変数方言か､｢良+の場合である｡変

数方言に一つでも｢設定+があり,その他がすべて｢良+の場

合,yは｢設定+となる｡また変数ズgに一つでも｢不良+が

ある場合,yも｢不良+となる｡第二の法則は平均値計算に適

用するものであり,平]勺値計算を行なう榎数個のデータのう

ち,70%以上がr▲良+の場ノ針二平均値も｢良+とすることと

し,平均値計算は,｢良+のデータの総和を｢良+のデータ

表5 計算結果のデータ状態決定の第三の法則

タリング計算に適用される｡

この法則はフィル

No.
前l司のフィルタ

値のデータ状態

新データのデー

タ状態

1茶数の値 新しいフィルタ値

A β 値 データ状態

l 良 良 ∂ l-α r∧I 良

2 不 良 良 0 l y八r 良

3 良 不 良 不 定 不 良

4 不 良 不 良 不 定 不 良

フィルタリング計算式 m=Am-1＋8ズ

ここに y八･:新しいフィルタ値

れ･-1:前回のフィルタ値

ズ:新Lいデータ

几β:フィルタ定数

α:本システムのフィルタ定数

個数で割って算出することとした｡なお第三の法則はフィル

タリング計算に適用するものであり,表5に示すが本文での

説明は省略する｡

6.3 カートリッジディスクの有効利用

前述したように,｢オフライン業務+として使用できるカー

トリソシティスクは1子音だけであるが,必要時は2台使用で

きるように特種な構成制御を開発した｡3台のカートリッジ

ディスクは通常｢オンライン業務+用の2台の二重化ディス

クと｢オフライン業務+用の1≠了のディスクとして使用され

るか,これを再構成して1f言の｢オンライン業務+用と2台

の｢オフライン業務+用にすることを可能とした｡なお,こ

の切換えは手動により行なうことができる｡

6.4 事故経過再現機能の開発

系統事故の原因と事故時の系統の動きを解析する有効な手

段として,PMR(Post Mortem Review:事故経過再現機能)

を開発した｡系統のあらゆる情報を保存記憶させ,記憶した

情報を用いて過去の系統状況をCRTの系統画面上に再生表

示することにより,事故の解析を行なおうという要望は,非

常に強いものがあった｡しかし,現実には通常の方法では次

に述べるように所要記憶容量が膨大となり,実現が困難であ

ることが判明した｡すなわち,例えば数値情報は約500個あ

り,これらは5秒ごとに新しい情報となるので,500個を5秒

ごとに記憶したとすると,わずか1日分を記憶させるのに

8,640k語の記憶容量が必要となる｡すなわち,わずか1日分

の数値情報を記憶させるため,このシステムの半分以上の記

憶容量が必要であり,この方法は実現不可能である｡このた

め本システムでは,以IFに述べる方法により必要記憶容量を

減らした方式とした｡すなわち,本当に必要な情報は事故時

の前後の情報である点に着目し,系統事故発生を保護リレー

の動作情報連絡でとらえ,その事故前25秒間と事故後50秒間

の間,すべての現在数値データを5秒ごとに収集記憶させ,

また状態デMタについては,事故25秒前のすべての状態デー

タとそれ以後事故後50秒までのすべての状態変化も収集記憶

させることとした｡系統事故発生時には,その時点から25秒

さかのほ､っで情報を収集する必要上,数値データは最新の5

サイクル(1サイクル=5秒)の情報を,フ状態データは現在か

ら5サイクル前の情報とそれ以後のすべての状態変化をそれ

49
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図5 事故経過再現目次画面 系統事故前25秒と事故後50秒の間の情

報を1ケ¶スとLて,総計60ケースを一覧表とLて表示する｡

ぞれ′削寺記憶更新させておくことか重要である｡こグ)ような

事前の情報叫丈集は,事故の多重発生も想定し3ケース並行に

処理できる形とL,また運転員の意ノむによってもこの情報か

収集できるように操作卓に帖施巨系統事故を人プJする押Lボタ

ンを設けた｡二のような皐古如百25秒と事故後50秒間の情報を

1ケ+スとし,二のシステムでは同時に60ケースの情報を記

憶することとしたでユ ニれにより必要な記憶容量は約700k語で

十分となった｡二♂)60ケースの取扱いに一対しては,各々のケ

ースで重要度か異なること,また事故解析か終了したものは

消上L､終了していないものは残Lたいことなどを勘案して,

拉新の60ケースを記憶することをやめ,ケースの消去は運転

上‾まの意志により運転員かCRTL旦佃i上で迷択指定できる形と

した｡

二のようにして収築Lた情報を解析する手段とLては,大

別して三つの方法を提供した｡まず解析したいケースを選択

Lたのち,一つは収集した情報を変電所主回路結線同画向上

で再生する‾方法,また一一つは数値情報に対しある粂什を設定

(例えば,潮流値については同一の潮流値の15サイクルの他

のうち,1佃でも上限他を超えるものかあるような潮柑直だ

けを選択)して,そク)条件を満足する数他に関Lてだけ,15

仰のチータをCRT画血に一覧表として去示する方法,毛之後

グ)一つはすべての数伯チータをラインフリンタに印字する方

法である｡

図5,6及び7は,PMRに関連したCRT内面の例であるっ

図5はPMRグ)日次画面であり,これには60ケ【スの情報の

発生日時,保護リレー動作連結による情報(画面上Aの欄に

*印)か運転員による椴粘系統事故入力による情報(画面1二の

M)かの区別,及び運転員かその事.牧に付ける名称やコメント

の人プJ欄(MEGJEGYZES)から構成した｡CRT画面で再生

Lたい場合,解析LたいケーーースNo.を選択LていPLAYBACK､'

をライトペン操作することにより図6を表i+ける｡主回路結

線図画【白山二よる再生については,同図の左側に並んだ30仰の

変電所名称の一つをライトへンで選択することにより,対応

する変電所主回路結線図画曲が図7の例のように衷ホされる｡

同国の下部には1個1秒として事故前25秒と事故後50秒の75

升を表示する○運転員はこの軌れLで｢←+又は←→+の矢

印をライトペン操作することにより,事故前後75秒間の作意

の時刻の主回路結線凶を表示することかできるようにL7二.｡
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図6 事故経過再現の日次画面 収集した事故前後情報をCRT画面上

で再生するとき,この画面から指示を与える｡

図7 事故経過再現変電所主回路結線図画面
この画面上で系統事

故前後の状況を再生する口下部の升目は一升■秒であり,中塗りの升目が現在

表示中の情報の時刻を示す｡

l】 結 言

ハングリー電力げと日立製作所が3年にわたり計算機を導

入した近代的な中央給電システムの設計,製作及び現地調整

を+ヒ何で推進してきたものである｡

二のシステムには,近代的な中央給電システムにふさわし

く,各種の多彩な機能を導入して実現し,また2台の高性能

日立制御用計算機HIDIC80をマルチコンピュータシステムと

して構成し,高い信頼性と稼動率及び高度なシステム機能を

実現した｡稼動率については,引き渡し後1年間の無償保証

期間で99.9%以上を達成することができた｡

このシステムがハンガリー自動給電の近代化に貴重な出発

点となることを期待したし-｡
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